
 

○○○○地域高齢者交流サロン活動規約（例） 

 

（目的） 

 ○○○○地域高齢者交流サロン（以下「サロン」という）は、「利用者やサロン世話人な

ど、住民同士が顔を合わせ、なじみの関係を作っていく通いの場、関係づくりの場」として、

広く地域の高齢者やその他の地域住民の誰もが参加でき、介護予防や地域住民同士の交流

を深めることを目的に開催します。 

 

（実施主体） 

 このサロンは、○○○○（広島市    区    ）が実施します。 

  

（活動） 

 サロン活動は、次に掲げる内容とします。 

⑴ 地域住民同士の交流を通した生きがい活動 

⑵ 介護予防・健康づくり等に関する活動 

⑶ 趣味やレクリエーション活動 

⑷ その他目的を達成するための様々な活動 

 

（運営） 

 サロン運営は、サロン世話人が中心となって行うこととしますが、利用者も運営に参加し、

自分達が通いたい場を作ることを心がけます。 

 サロンには、会計担当を置きます。（○○○○の会計がこれを行います） 

 

（利用対象者） 

 地域住民ならばどなたでも利用可能です。 

 

（サロン設置場所） 

 △△集会所（広島市＿＿＿＿区            ） 

 

（サロン開催頻度） 

 原則として月１回、定期的に開催します。（第○ △曜日） 

 

※ あくまで例示ですので、地域ごとに状況に併せて適宜修正するなど作成の参考にしてください。 

※ ○○○○には自治会・町内会名等団体名などを入れてください。 

※ 吹き出し等の表記を削除して使用してください。 

住民同士の交流、通いの場などサロンの目的を記載します。 

介護保険事業なので高齢者の参加は必須ですが、高齢者以

外も参加可能です。 

町内会・自治会や社協など運営されている団体をご記入ください。 



（サロン利用料） 

 無料です。ただし、材料費などの実費を頂くことがあります。 

 

（衛生管理） 

参加者やサロン世話人は、手洗い、うがいの励行、手指の消毒などを実施し、感染症等の

防止に努めます。 

衛生管理についてサロン活動中に説明、また掲示するなど周知します。 

  

（秘密保持） 

 サロン世話人及びサロン利用者等サロン関係者は、サロン活動において知り得た個人情

報を、みだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用しません。 

それは、サロン活動に携わっているときだけでなく、サロン活動に関わらなくなった後も、

その個人情報について守秘します。 

 ただし、本人により同意が得られている場合や、生命に危険が及ぶ場合など、正当な理由

がある場合は、個人情報を活用し、対応することもあります。 

 個人情報の取扱いについては、サロン世話人に説明すると同時に参加者に対しても説明

し、個人情報の使用について同意を得ます。 

 

（事故発生時の対応） 

 事故が発生しないように、常日頃から環境整備、整理整頓に努めます。 

 事故が発生した場合は、あらかじめ確認しておいた緊急連絡先に連絡し、必要に応じて救

急車を呼ぶなどの対応をします。 

 緊急時の対応について、サロン世話人は訓練（シミュレーション）を実施するなど、普段

のサロン活動の中でも確認しておきます。訓練（シミュレーション）実施時には、サロン参

加者も参加してもらい、参加者と世話人が共通認識できるように努めます。 

 

（その他） 

 この活動規約に定めるもののほか、サロン運営に必要な事項は、○○○○会長が定めます。 

 

附 則 

この規程は、平成２８年○月○日から施行します。 

食事を提供する場合は、食中毒の防止等の対応についても

記載してください。 

事故が起きないことが大切です。 

あらかじめ確認する緊急連絡先は、個人情報ですので管理には留

意し、事前に参加者から使用の同意を得る必要があります。 


